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人口ビジョン 
 

第５次基本構想・前期基本計画の前提となる、将来的な人口推計は以下のとおりです。なお、第５

次基本構想・前期基本計画は、第２期小金井市まち・ひと・しごと創生総合戦略と一体的に策定して

いることから、人口推計は国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の方針にのっとり、令和３年

（2021年）から令和４２年（2060年）までの期間で推計を行っています。 

 

推計手法 

人口推計では０～115歳の年齢別人口を、１年ごとにコーホート要因法を用いて武蔵小金井地区、

東小金井地区、野川地区それぞれで推計し、市域全体の推計はそれらを合計しました。毎年の０歳

児の人口は、１５～４９歳の５歳階級ごとの出生数を、各階級の合計特殊出生率に基づいて算出し、

合計することで得ています。 
武蔵小金井地区 …関野町２丁目、緑町３～５丁目、中町３丁目、本町、桜町、貫井北町、貫井南町３丁目 

東小金井地区  …東町、梶野町、関野町１丁目、緑町１～２丁目、中町２丁目 

野川地区  …中町１、４丁目、前原町、貫井南町１、２、４、５丁目 

 

○推計期間 令和３年（2021年）～令和４２年（2060年） 

○基準人口 令和３年（2021年）４月１日（住民基本台帳） 

○出生率 過去の実績から合計特殊出生率の平均値（1.12）が期間中一定に推移すると仮定 

○移動率 今後１０年間で人口の移動が減少すると想定し、平成２３年（2011年）～令和３年

（2021年）の転入・転出状況を基準として、令和１２年（2030年）までかけて半減

し、その後は一定に推移すると仮定 

 

人口推計 

人口は、令和１３年（2031年）の127,877人をピークとして減少します。令和４２年（2060年）の推計

人口は117,509人となり、令和３年（2021年）よりも約6,600人減少します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口推計  
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12.49 12.60 12.28 11.44 11.03 10.58 10.35 10.39 10.45 

66.39 65.86 64.80 63.70 62.06 60.80 59.65 58.66 57.91 
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人口構成の変化 

５年ごとに年齢３区分別の人口推移を見ると、令和３７年（2055年）まで６５歳以上（老年人口）が増

えます。０～１４歳（年少人口）、１５～６４歳（生産年齢人口）は令和７年（2025年）まで増加しますが、

その後、減少に転じます。 

年齢３区分別の割合では年々、高齢化率が上昇し、令和３２年（2050年）には３０％を上回ります。

また、出生数が増えない中、移動が少なくなることから、人口増加につながっていると考えられる２０歳

代前半の転入者も少なくなることが影響しているものと推察されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５年ごとの年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年ごとの年齢３区分別人口割合の推移 

 
※小数点以下第３位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。  



7,133 7,276 7,200 6,714 6,435 6,111 5,928 5,858 5,729 

37,897 38,368 38,184 37,521 36,286 35,113 33,849 32,551 31,258 

11,558 12,149 13,159 14,353 15,583 16,478 17,123 17,391 17,339 

56,588 57,793 58,543 58,588 58,304 57,702 56,900 55,800 54,326 
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12.61 12.59 12.30 11.46 11.04 10.59 10.42 10.50 10.55 

66.97 66.39 65.22 64.04 62.24 60.85 59.49 58.34 57.54 
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地区別の人口推計 

①武蔵小金井地区 

５年ごとの推移を見ると、令和１７年（2035年）の58,588人をピークとして減少し、令和４２年（2060

年）には54,326人となります。令和３年（2021年）と比べると約2,300人減少します。高齢化率は上昇

し続け、令和４２年（2060年）には31.92％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵小金井地区における５年ごとの年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵小金井地区における５年ごとの年齢３区分別人口割合の推移 

 
※小数点以下第３位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

  



4,795 5,088 5,184 4,885 4,708 4,428 4,236 4,207 4,209 

25,864 26,385 26,527 26,429 25,950 25,529 24,989 24,243 23,375 

7,424 7,710 8,309 9,073 9,873 10,474 11,004 11,389 11,608 

38,083 39,183 40,020 40,387 40,531 40,431 40,229 39,839 39,192 
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12.59 12.99 12.95 12.10 11.62 10.95 10.53 10.56 10.74 

67.91 67.34 66.28 65.44 64.03 63.14 62.12 60.85 59.64 

19.49 19.68 20.76 22.47 24.36 25.91 27.35 28.59 29.62 
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②東小金井地区 

５年ごとの推移を見ると、令和２２年（2040年）の40,531人をピークとして減少し、令和４２年（2060

年）には39,192人となります。令和３年（2021年）の人口と大きく差はありません。高齢化率は上昇し

続け、令和４２年（2060年）には29.62％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小金井地区における５年ごとの年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小金井地区における５年ごとの年齢３区分別人口割合の推移 

 
※小数点以下第３位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

  



3,569 3,571 3,311 3,000 2,848 2,712 2,601 2,486 2,341 

18,614 18,553 18,122 17,373 16,468 15,510 14,720 14,061 13,415 

7,224 7,392 7,826 8,320 8,658 8,896 8,871 8,606 8,235 

29,407 29,516 29,259 28,693 27,974 27,118 26,192 25,153 23,991 
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12.14 12.10 11.32 10.46 10.18 10.00 9.93 9.88 9.76 
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③野川地区 

５年ごとの推移を見ると、令和７年（2025年）の29,516人をピークとして減少し、令和４２年（2060年）

には23,991人となります。令和３年（2021年）と比べると約5,400人減少します。高齢化率は増加し続

け、令和４２年（2060年）には34.33％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野川地区における５年ごとの年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野川地区における５年ごとの年齢３区分別人口割合の推移 

 
※小数点以下第３位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 


